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● 点 鐘 市原ＲＣ会長 藤谷泰弘 
● ソング 我等の生業 
● お客様 うるま資源開発（株）鎗田 享様 
       袖ヶ浦ＲＣ 成松 薫様・小川義則様 
● 会長挨拶 市原 RC会長 藤谷泰弘 

   
今日は、エネルギー確保の問題について卓話でござ

います。日本には食料を含めて、どれも自前出来ない

ものです。最近、水もおかしくなっています。酪農家

が牛乳より水のほうが値段が高いとこぼしています。

こと、食糧やエネルギーとなると、世界中ドロドロし

た駆け引きが行われているようで、そうした中に身を

置きたくないと思いながらも、誰かが関わってくれて

いるわけです。ありがたいことです。鎗田様には、の

ちほど卓話をよろしくお願いいたします。 

次に、次年度（2009-2010）の地区委員に仮委嘱状が

来ています。（先週、津留さんにお渡し済） 

今日は小池会員、齊藤ＰＧ、白鳥ＰＧにお渡しします。 

小池会員 ⇒ 会員増強・拡大委員会委員 

齊藤ＰＧ ⇒ 地区史編纂委員会委員 

白鳥ＰＧ ⇒ 地区指名委員会委員、地区研修リーダー、

地区財務委員会委員長、地区表彰委員会委員、職業奉

仕委員会カウンセラー 

以上です。 

● 幹事報告 幹事 小川長二 

○1 3/23（月）袖ヶ浦ＲＣとの合同例会への参加依頼。 
○2下半期の会費未納の方への納付依頼。 
 

● お客様挨拶 袖ヶ浦ＲＣ成松会長 

今回は当クラブがホストとなっており、会場は｢菜

心味｣で点鐘は１８：００です。また、当日は親睦合

同ゴルフ大会も催します。多数のご参加を期待してお

ります。 
●卓話 「世界エネルギー争奪戦について」 

    
鎗田 享様 

東シナ海での石油開発で歴史的な事実とその背景

そして何が問題なのかについて時系列的にお話しま

す。 
この地域が重要視され始めたのは、１９６９年にア

ジア極東経済委員会が炭化水素の埋蔵の可能性を示

唆した結果で、台湾･中国が尖閣諸島の領有を主張し

始めた。なぜなら、自国領なら２００海里の排他的経

済水域を主張できるからだ。これに対し、日本は中国

との国交回復を最優先課題としていたため、強く抗議

をしなかった。 
そして、１９７４年には中国同様に大陸棚自然延長

論を主張する韓国と、東シナ海北部の日韓中間線の日

本側で鉱区を設定した日韓大陸棚協定を締結した。１

９９２年に中国は、尖閣諸島などを自国領とする領海

法を施行したが、日本政府は国益を重視するのが外交

なのに強硬な抗議をしなかった。 
１９９６年に日中両国は国連海洋法条約を批准し、

日本は「排他的経済水域及び大陸棚に関する法律」を

施行した。これは、相対国との離岸距離が４００海里

に満たぬ場合は排他的経済水域の限界を中間線と 
 



                                                    
規定したが、国連海洋法条約では、海底地形に関係な

く２００海里が認められるが、４００海里未満の場合

は、相対国が話し合って決めることになっている。 
２００４年３月、中国人７人が尖閣諸島の魚釣島に

不法上陸したために、初めて政治が動き、翌月には自

民党内に「海洋権益に関するワーキングチーム」が設

置された。５月末、春暁構造に設置された橋脚の写真

が掲載されたため、経済産業省はエネルギー庁に三次

元物理探査を指示した。 
２００５年４月、探査結果からその構造が日本側ま

で延びていた事実を公表し、同年７月、３０数年前に

申請されていた試掘権を遅ればせながら帝国石油に許

可したが探鉱作業に入れなかった。この鉱区は国際法

上は公海のため妨害活動が懸念されたためだが、専守

防衛の立場上、海上警備行動は日本人の生命財産を守

る警察活動しか認められていないため、自衛隊あるい

は海上保安庁も事件が起こってからしか日本人や日本

船籍を守ることが出来ない。 
そこで２００８年６月、日本は中国と東シナ海ガス

田共同開発で合意した。しかし、この合意は多くの問

題点を抱えた不平等なものであった。ジャーナリスト

の櫻井よしこ氏は、当社でのインタビュー中にこの東

シナ海問題では日本は国家の体をなしていないと言わ

れておりましたが、政治家は戦後処理を急ぐあまり一

歩引いていたため役人も動かなかったようです。 
結論的には、今や中国は戦力的にも論理的にも強大

になってきておりますので、この東シナ海だけの問題

だけでなくもっと大きな面で安全保障を含め利害を共

有する方向で進んだ方がよいと思います。 
 

● ニコニコ・ソーリーボックス 
藤谷会長・小川幹事   
 鎗田様、本日は卓話ありがとうございました。 
袖ヶ浦ＲＣ 
 合同例会よろしくお願いします。 
● 出席報告 
前々回確定：71.5％ 
本日出席：34名 本日欠席：15名 本日出席率：69.4％ 
 

 
 
 
 

 


